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第
16
回
通
常
総
会
の
開
催
に
あ
た
り
一
言

ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
、
こ
こ
に
組
合
員
の
皆
さ
ま
は
も
と

よ
り
、
根
室
振
興
局
・
根
室
市
・
別
海
町
を

は
じ
め
系
統
連
合
会
・
関
係
機
関
の
方
々
の

ご
臨
席
を
い
た
だ
き
本
総
会
を
開
催
で
き
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
よ
り
当
農
協
の
事
業
推
進
に
ご
理

解
と
ご
協
力
、
そ
し
て
ご
指
導
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
こ
と
に
重
ね
て
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
春
先
の
雪
融
け
、
土
壌
凍
結
の
融

解
は
例
年
通
り
進
ん
だ
も
の
の
、
周
期
的
な

雨
と
４
月
下
旬
の
降
雪
が
相
ま
っ
て
、
施
肥

作
業
や
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
播
種
作
業
に
一
部

遅
れ
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
５
月
中
旬
以
降

気
温
も
上
昇
し
、
牧
草
の
生
育
状
況
も
平
年

並
み
に
推
移
し
、
間
近
に
控
え
た
一
番
草
の

収
穫
に
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
本
町
出
身
の
作
家　

河
﨑
秋
子

さ
ん
の
直
木
賞
受
賞
、
別
海
高
校
の
甲
子
園

出
場
等
、
地
域
に
喜
び
と
感
動
を
与
え
る
大

き
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は
新
た

に
プ
ロ
野
球
球
団
『
別
海
パ
イ
ロ
ッ
ト
ス
ピ

リ
ッ
ツ
』
が
設
立
さ
れ
、
北
海
道
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
リ
ー
グ
に
加
盟
し
、
現
在
リ
ー
グ
戦
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。
町
内
の
若
手

経
済
人
有
志
が
、
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
と

し
て
、
独
立
リ
ー
グ
に
参
戦
す
る
プ
ロ
球
団

を
立
ち
上
げ
、
地
域
の
方
々
に
プ
ロ
球
団
を

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
支
援
の
輪
が
広

が
る
事
に
よ
っ
て
、
地
域
の
連
帯
や
感
動
の

共
有
が
生
ま
れ
、
子
供
達
に
は
大
き
な
夢
と

希
望
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

若
手
経
済
人
有
志
の
方
々
の
発
想
と
行
動

力
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
し
、
当
農
協
と
し
ま
し
て
も
地
域
振
興
の

一
環
と
し
て
ス
ポ
ン
サ
ー
契
約
を
締
結
す
る

と
と
も
に
、
４
名
の
選
手
を
臨
時
職
員
と
し

て
雇
用
す
る
等
の
協
力
体
制
を
取
ら
せ
て
も

ら
い
な
が
ら
、
支
援
の
一
翼
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
チ
ー
ム
の

今
後
の
活
躍
を
心
か
ら
願
う
も
の
で
も
あ
り

ま
す
。

 

令
和
６
事
業
年
度
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
春
先
よ
り
比
較
的
穏
や
か
な
天
候
に
恵

ま
れ
、
危
惧
さ
れ
て
い
た
夏
場
の
高
温
が
想

定
さ
れ
た
程
で
も
な
く
、
二
番
草
収
穫
時
期

に
周
期
的
な
雨
が
あ
り
、
刈
り
取
り
が
遅
れ

る
と
い
う
事
態
は
あ
っ
た
も
の
の
、
総
じ
て

牧
草
・
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
収
穫
は
順
調
に
進

ん
だ
も
の
と
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

　

生
乳
生
産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
北
海
道
と

し
て
前
年
目
標
対
比
101
％
の
403
万
ｔ
に
設
定

し
、
当
農
協
に
お
い
て
は
36
万
8
千
745
ｔ
の

配
分
が
成
さ
れ
、
２
年
続
い
た
生
産
抑
制
か

ら
、
生
産
基
盤
の
毀
損
か
ら
の
回
復
と
意
欲

の
向
上
を
は
か
る
べ
く
増
産
の
方
向
に
舵
を

切
り
、
計
画
生
産
の
下
で
は
あ
り
ま
す
が
目

標
達
成
の
為
、
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

来
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
高
止
ま
り
が
続
く
配
合
飼
料
・
生

産
資
材
や
燃
油
価
格
の
上
昇
基
調
は
常
態
化

し
て
お
り
、
物
流
2
0
2
4
年
度
問
題
も
相

ま
っ
て
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
環
境
の

中
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
御
苦
労
の
多
い
一

年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

農
政
を
め
ぐ
る
情
勢
で
は
、
昨
年
５
月
に

は
４
半
世
紀
ぶ
り
に
「
食
料
・
農
業
・
農
村

基
本
法
」
が
改
正
さ
れ
、
現
状
に
即
し
た
基

本
理
念
の
見
直
し
と
「
食
料
安
全
保
障
の
抜

本
的
な
強
化
」、「
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
産

業
へ
の
転
換
」
等
の
実
現
が
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。

　

政
府
は
初
動
５
年
間
を
農
業
構
造
転
換
集

中
対
策
期
間
と
位
置
付
け
、
農
業
政
策
の
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
11
月
に
は
第
31
回
Ｊ
Ａ
北
海

道
大
会
が
開
催
さ
れ
、「
食
料
安
全
保
障
の

強
化
と
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業
の
確
立
」

「
ア
グ
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
北
海
道
の
推
進
に
よ

る
農
業
・
食
・
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
醸
成
」
な
ど

の
３
つ
の
議
案
を
決
議
し
、
今
後
決
議
事
項

達
成
に
向
け
、
組
合
員
・
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で

組
合
員
各
位
に
は
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
当
農
協
の
令
和
６

年
度
の
事
業
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
組
合

員
経
済
の
回
復
と
、
生
乳
生
産
技
術
の
向
上

に
向
け
、
飼
養
管
理
技
術
の
改
善
の
一
環
と

し
て
、
昨
年
の
よ
う
な
猛
暑
に
対
応
す
べ
く

暑
熱
対
策
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
や
、
コ
ン
サ

ル
・
関
係
機
関
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

「
暑
熱
対
策
効
果
性
実
証
調
査
」
を
行
い
、

実
証
組
合
員
へ
の
調
査
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
、「
換
気
扇
・
送
風
機
等
の
空
冷
関
連

機
器
・
ヒ
ー
ト
ス
ト
レ
ス
メ
ー
タ
ー
等
の
斡

旋
」
に
努
め
、
こ
う
し
た
機
器
類
の
設
置
に

つ
き
ま
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
農
業
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
ロ
ー
ン
に
て
資
金
利
用
さ
れ
た
組
合
員
に

対
し
て
、
一
定
条
件
は
あ
り
ま
す
が
実
質
無

利
子
化
す
る
独
自
助
成
を
講
じ
な
が
ら
、
暑

熱
対
策
に
向
け
た
啓
蒙
活
動
を
実
施
し
て
参

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
導
入
か
ら
の
経
年
劣
化
等
が
想
定

さ
れ
る
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
の
自
記
温
度
計
モ

ニ
タ
ー
装
置
の
更
新
に
つ
い
て
、
生
乳
受
託

組
合
員
全
戸
を
対
象
に
「
北
海
道
酪
農
体
質

強
化
対
策
事
業
」
を
活
用
し
、
更
新
計
画
バ

ル
ク
数
502
台
に
対
し
、
年
度
内
に
全
戸
設
置

を
完
了
し
、
事
業
総
額
で
１
１
７,
２
５
５

千
円
と
な
り
、
全
額
体
質
強
化
事
業
に
よ
り

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

加
え
て
「
後
継
牛
確
保
」
の
観
点
か
ら
補

助
事
業
等
を
活
用
し
た
雌
雄
判
別
精
液
の
助

成
事
業
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
本
年
度
は

「
乳
用
牛
長
命
連
産
性
等
向
上
緊
急
支
援
事

業
」
を
活
用
し
、
長
命
連
産
性
に
優
れ
、
且

つ
後
継
牛
確
保
に
資
す
る
取
り
組
み
を
行
い
、

事
業
参
加
戸
数
351
戸
、
対
象
受
精
頭
数
２
５,

１
２
１
頭
、
奨
励
金
額
２
５
４,
８
８
０
千

円
の
利
用
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
草
地
の
更
新
率
の
向
上
と
栄
養
価

の
高
い
基
礎
飼
料
生
産
及
び
自
給
飼
料
の
改

善
、
既
存
草
地
の
植
生
の
改
善
、
維
持
管
理

に
資
す
る
事
を
目
的
と
し
て
本
年
度
も
「
Ｊ

Ａ
独
自
の
草
地
植
生
改
善
促
進
助
成
事
業
」

を
継
続
的
に
取
り
組
み
、
助
成
総
額
２
９,

２
６
７
千
円
の
実
績
と
な
り
、
当
地
域
の
最

大
限
の
強
み
で
あ
る
飼
料
基
盤
に
立
脚
し
た

酪
農
経
営
の
確
立
に
向
け
、
更
に
継
続
し
て

参
り
ま
す
。

　

農
協
運
営
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
本

年
度
も
役
員
に
よ
る
組
合
員
全
戸
一
斉
訪
問

の
実
施
や
、
地
区
懇
談
会
に
お
け
る
発
言
し

や
す
い
環
境
・
雰
囲
気
作
り
に
努
め
る
と
と

も
に
、
女
性
農
業
者
と
の
意
見
交
換
会
の
実

施
等
、
組
合
員
の
声
を
広
く
聴
取
す
べ
く
努

め
て
参
り
ま
し
た
が
、
更
に
内
容
の
整
理
を

し
な
が
ら
次
の
展
開
に
向
け
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
参
り
ま
し

た
本
年
度
の
各
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、
販
売

事
業
に
お
け
る
生
乳
の
生
産
状
況
は
、
夏
場

の
猛
暑
が
前
年
に
比
べ
穏
や
か
だ
っ
た
事
や
、

基
礎
飼
料
の
品
質
が
安
定
し
て
い
た
事
も
あ

り
、
計
画
対
比
101
％
、
前
年
対
比
で
は
102·

１
％
の
３
６
９,
０
１
０
ｔ
と
な
り
、
前
年

の
期
中
改
定
の
乳
価
が
１
年
通
し
て
の
プ
ー

ル
乳
価
と
な
っ
た
事
等
も
あ
り
、
補
給
金
・

集
送
乳
調
整
金
を
含
め
た
取
扱
高
で
は
、
前

年
比
105·

７
％
の
452
億
１
千
100
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
個
体
販
売
に
お
き
ま
し
て
は
、
廃

用
牛
を
除
く
乳
用
種
の
個
体
価
格
の
低
迷
が

あ
り
ま
し
た
が
、
肉
用
種
価
格
が
回
復
基
調

に
あ
り
、
取
扱
頭
数
は
前
年
対
比
97
％
の

４
０,
２
９
７
頭
で
あ
り
ま
し
た
が
、
取
扱

金
額
で
は
前
年
比
108·

８
％
の
74
億
４
千
472

万
円
の
実
績
と
な
り
、
生
乳
と
合
わ
せ
た
販

売
事
業
総
取
扱
高
は
前
年
対
比
30
億
２
千
万

円
増
の
526
億
５
千
８
百
万
円
と
な
り
、
２
年

続
け
て
過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。

　

購
買
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
種
資
材

の
高
騰
が
続
い
て
い
る
中
、
組
合
員
ニ
ー
ズ

の
把
握
と
安
価
提
供
を
最
優
先
課
題
と
捉
え
、

有
益
な
情
報
の
提
供
と
、
牧
草
収
穫
資
材
を

中
心
に
取
り
ま
と
め
購
買
に
よ
る
供
給
価
格

の
低
減
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。
生
活
物
資

に
つ
い
て
は
地
元
の
人
口
減
や
、
近
隣
に
大

型
の
量
販
店
が
多
数
事
業
展
開
し
て
お
り
、

厳
し
い
店
舗
運
営
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
度
の
購
買
品
の
供
給
高
は
218
億
５
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千
100
万
円
と
、
前
年
比
98·

２
％
で
あ
り
ま
し

た
。
尚
一
層
の
購
買
事
業
利
用
と
系
統
結
集
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

信
用
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
資
金
繰
り
支

援
と
し
て
プ
ロ
パ
ー
資
金
の
貸
出
条
件
の
整
備
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
資
金
の
活
用
、
既
存
資

金
の
条
件
緩
和
措
置
等
を
実
施
し
、
組
合
員
の

実
態
に
即
し
た
資
金
対
策
を
実
施
し
て
参
り
ま

し
た
。
ま
た
、
営
農
貯
金
を
中
心
に
計
画
的
な

貯
蓄
へ
の
提
案
も
継
続
し
な
が
ら
、
本
年
度
末

で
は
貯
金
残
高
582
億
９
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

共
済
事
業
に
お
い
て
は
、
近
年
無
店
舗
・
通

販
型
や
外
資
型
保
険
が
台
頭
す
る
等
、
厳
し
い

事
業
展
開
で
は
あ
り
ま
す
が
、
長
期
共
済
一
斉

推
進
に
よ
り
、
既
存
契
約
見
直
し
提
案
と
、
未

加
入
者
へ
の
保
障
提
案
や
未
加
入
建
物
の
解
消

を
目
的
と
し
た
建
物
物
件
調
査
を
も
と
に
、
未

加
入
世
帯
へ
の
保
障
必
要
性
の
喚
起
と
提
案
に

努
め
て
参
り
ま
し
た
。
本
年
度
末
の
長
期
共
済

保
有
高
は
１,
２
７
０
億
円
と
な
り
、
戸
当
り

２
億
５,
３
０
０
万
円
の
保
障
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
各
事
業
展
開
に
よ
る
本
年
度
の
事

業
損
益
は
、
計
画
を
上
回
る
経
常
利
益
３
億
５,

０
４
０
万
円
を
計
上
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

後
程
ご
提
案
致
し
ま
す
が
、
当
期
末
処
分
剰
余

金
３
億
５,
２
４
２
万
円
に
つ
い
て
御
審
議
い

た
だ
く
も
の
で
あ
り
、
生
産
組
合
員
は
も
と
よ

り
、
利
用
者
の
方
々
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
７
事
業
年
度
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度

も
北
海
道
生
乳
生
産
計
画
の
根
幹
と
な
る
「
酪

農
生
産
基
盤
安
定
対
策
」
の
生
産
計
画
を
基
本

と
し
て
、
各
農
協
・
地
区
酪
畜
対
と
の
連
携
に

よ
る
計
画
生
産
を
進
め
て
参
り
ま
す
が
、
全
道

402
万
８
千
ト
ン
の
目
標
の
下
、
当
農
協
へ
は
３

６
９,
８
１
２
ｔ
の
配
分
目
標
数
量
と
な
り
、

取
扱
高
で
は
436
億
３,
７
８
1
万
円
を
見
込
み
、

個
体
販
売
４
０,
５
４
８
頭
で
70
億
６,
７
６

６
万
円
を
合
わ
せ
た
総
販
売
取
扱
高
は
541
億
４,

４
７
２
万
円
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
事
業
展

開
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
部
各
課
が
そ
れ
ぞ
れ

の
機
能
を
充
分
に
発
揮
し
て
い
く
こ
と
は
も
と

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
横
断
的
に
協
調
し
、
組
合

員
ニ
ー
ズ
の
明
確
な
把
握
と
サ
ポ
ー
ト
体
制
の

強
化
を
図
り
、
技
術
相
談
、
経
営
分
析
、
情
報

提
供
、
必
要
に
応
じ
た
融
資
協
議
等
を
的
確
に

対
応
し
て
参
り
ま
す
。
更
に
、
昨
年
か
ら
実
施

し
て
い
る
暑
熱
対
策
に
伴
う
機
器
導
入
に
対
す

る
利
子
助
成
事
業
や
、
当
農
協
独
自
の
草
地
植

生
改
善
促
進
助
成
事
業
も
継
続
し
て
取
り
進
め

て
参
り
ま
す
。

　

次
に
本
年
度
は
、
第
３
次
地
域
農
業
振
興
計

画
「
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
2
5
」

も
最
終
年
を
迎
え
、
本
計
画
に
掲
げ
る
「
生
産

性
向
上
対
策
」「
構
造
変
化
対
策
」
を
根
幹
に

事
業
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
第
４
次
地
域
農

業
振
興
計
画
、
Ｊ
Ａ
経
営
５
ヵ
年
計
画
「
Ｊ
Ａ

道
東
あ
さ
ひ
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
3
0
」
の
樹
立
に

向
け
、
既
に
実
施
し
て
い
る
組
合
員
・
青
年

部
・
女
性
部
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に

地
域
経
営
環
境
分
析
を
行
い
、
５
年
後
・
10
年

後
の
在
り
た
い
地
域
の
姿
、
組
織
の
創
造
に
向

け
、
組
合
員
組
織
の
横
断
的
協
議
の
場
を
設
け
、

検
討
事
案
等
を
提
案
の
う
え
、
御
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
計
画
樹
立
に
向
け
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。
更
に
本
年
度
は
役
員
改
選
の
年
で
あ

り
ま
す
が
、
今
期
の
改
選
に
向
け
て
は
、
推
薦

委
員
の
方
々
の
ご
尽
力
と
ご
本
人
、
ご
家
族
の

ご
理
解
に
よ
り
４
名
の
女
性
の
方
が
理
事
候
補

者
と
な
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
生
活
者
目
線
等
、

新
し
い
角
度
か
ら
の
ご
意
見
を
理
事
会
等
に
賜

り
な
が
ら
農
協
運
営
の
中
枢
の
一
端
を
担
っ
て

い
た
だ
く
べ
く
、
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る

と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
皆
様
の
ご
承
認
を
お
願
い

致
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
７
事
業
年
度
も
厳
し
い
経
営
環
境
の
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
乳
価
は
６
月
よ
り
５
円
50

銭
の
値
上
げ
と
な
り
、
８
月
に
は
飲
用
乳
価
４

円
の
値
上
げ
に
よ
り
、
プ
ー
ル
乳
価
は
更
に
80

銭
程
度
押
し
上
げ
ら
れ
る
も
の
と
想
定
し
て
い

ま
す
。
今
年
度
下
期
に
は
共
販
経
費
控
除
前
で

は
あ
り
ま
す
が
、
プ
ー
ル
乳
価
で
130
円
前
後
に

な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
勿
論
、
原
料
乳
価

格
の
値
上
げ
分
が
、
製
品
に
価
格
転
嫁
さ
れ
る

事
に
よ
る
、
消
費
の
更
な
る
減
退
も
懸
念
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
物
価
高
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
上
昇
分
の
一
定
程
度
は
吸
収
出

来
る
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
北
海
道

酪
畜
対
に
お
い
て
も
、
酪
農
生
産
基
盤
安
定
対

策
に
つ
い
て
は
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
９
年
度

の
３
ヵ
年
に
お
い
て
、
期
間
内
の
対
策
方
針
は

変
更
し
な
い
事
を
基
本
と
し
、
本
対
策
期
間
中

に
生
乳
需
給
緩
和
の
状
況
と
な
る
事
が
見
通
さ

れ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
年
度
当
初
に
設
定
し

た
目
標
乳
量
を
遵
守
し
出
口
対
策
を
実
施
す
る

事
で
、
生
産
抑
制
を
回
避
す
る
方
針
で
あ
り
ま

す
。
当
農
協
と
致
し
ま
し
て
も
こ
れ
ら
の
方
針

の
も
と
、
管
内
、
全
道
と
の
協
調
を
図
り
な
が

ら
組
合
員
の
負
託
に
応
え
る
べ
く
取
り
進
め
て

参
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
各
行
政
・
系
統
連
合

会
・
関
係
機
関
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
も
更

な
る
ご
指
導
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

次
に
農
政
活
動
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、

本
年
７
月
に
は
参
議
院
議
員
選
挙
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
全
国
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
農
政
組
織
で

あ
る
全
国
農
政
連
で
は
、
参
議
院
通
常
選
挙
に

向
け
て
、
現
在
ホ
ク
レ
ン
の
代
表
監
事
で
あ
り
、

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
の
会
長
理
事
で
あ
り
ま
す

「
東
野
ひ
で
き
」
さ
ん
を
、
全
国
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
の
代
表
と
し
て
決
定
し
、
当
農
協
と
し
て
も

昨
年
、
全
国
比
例
区
の
最
適
任
候
補
者
と
し
て

推
薦
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
経
過
に
あ
り

ま
す
。

　

現
在
、
東
野
ひ
で
き
さ
ん
は
、
一
人
で
も
多

く
の
方
か
ら
の
ご
声
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
く

べ
く
、
道
内
は
も
と
よ
り
全
国
都
府
県
を
精
力

的
に
訪
問
し
、
農
政
に
対
す
る
思
い
を
訴
え
て

お
り
ま
す
。
昨
年
12
月
に
当
農
協
を
訪
れ
た
時
、

そ
し
て
過
日
５
月
19
日
、
中
標
津
町
で
行
わ
れ

た
根
室
管
内
で
の
励
ま
す
会
で
は
、
皆
様
に
も

実
際
に
東
野
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て
い
た
だ
き
、

物
腰
柔
ら
か
く
、
実
直
で
、
そ
し
て
さ
わ
や
か

な
人
柄
に
も
触
れ
、
信
頼
を
寄
せ
る
に
ふ
さ
わ

し
い
人
物
だ
と
確
信
が
持
て
た
も
の
と
思
い
ま

す
。

　

本
道
農
業
、
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し

さ
を
増
す
な
か
、
農
政
活
動
が
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
事
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
当
農
協

を
は
じ
め
、
全
道
・
全
国
の
Ｊ
Ａ
が
一
丸
と
な

っ
て
、
東
野
ひ
で
き
さ
ん
の
支
援
の
輪
を
広
げ

る
べ
く
、
組
合
員
な
ら
び
に
役
職
員
の
皆
様
方

の
更
な
る
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
改
め
て

お
願
い
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
総
会
は
、
決
算
報
告
・
議
案
８
件
・
報
告

事
項
２
件
で
あ
り
ま
す
。
建
設
的
な
ご
提
言
と

充
分
な
る
ご
審
議
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て

開
会
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ＪＡ道東あさひ組合だより　2025.73



　

こ
の
度
、
第
16
回
通
常
総
会
と
そ
の
後
の

理
事
会
に
お
い
て
理
事
兼
務
参
事
に
選
任
頂

き
ま
し
た
齋
藤
で
す
。
30
代
初
め
に
神
奈
川

県
か
ら
別
海
町
に
移
住
し
、
実
習
生
、
酪
農

ヘ
ル
パ
ー
を
経
て
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
20
数
年
、

組
合
員
及
び
役
職
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
に

よ
っ
て
現
在
の
自
分
が
あ
る
も
の
と
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
今
回
新
た
な

役
割
を
頂
き
、
責
任
の
重
大
さ
に
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。

　

特
別
な
技
能
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
ら
に
と
っ
て
レ
ジ
ェ

ン
ド
的
存
在
の
常
務
の
後
を
受
け
た
学
経
理

事
・
参
事
と
し
て
、
持
続
可
能
な
別
海
町
・

根
室
市
の
農
業
・
農
村
の
維
持
発
展
に
向
け
、

①
「
担
い
手
確
保
、
営
農
支
援
、
土
・
草
・

牛
づ
く
り
、
新
技
術
、
経
営
管
理
、
金
融
共

済
対
応
等
各
分
野
で
の
持
続
的
取
組
み
の
実

践
」、
ま
た
②
「
そ
の
基
盤
と
な
る
屋
台
骨

を
し
っ
か
り
支
え
る
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
強
化
」、

③
「
対
応
職
員
の
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

と
自
ら
考
え
実
践
で
き
る
職
員
の
育
成
」
を

図
っ
た
上
で
、
組
合
員
・
役
職
員
が
一
体
と

な
っ
て
地
域
農
業
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

に
つ
い
て
、
自
分
事
と
認
識
し
て
取
り
組
ん

で
い
け
る
よ
う
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
職

員
を
し
っ
か
り
と
後
押
し
し
、
自
ら
も
一
歩

一
歩
泥
臭
く
実
践
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

　

こ
の
度
、
第
16
回
通
常
総
会
に
お
い
て
理

事
に
選
任
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
の
も
と
、

早
く
か
ら
周
知
の
う
え
取
り
進
め
て
参
り
ま

し
た
が
、
今
期
よ
り
常
務
理
事
制
か
ら
使
用

人
兼
務
理
事
制
へ
の
移
行
を
行
う
た
め
、
今

年
度
４
月
に
は
先
行
し
て
複
数
参
事
制
の
導

入
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
参
事
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
般
の
通
常
総
会
に

お
い
て
理
事
と
し
て
も
選
任
を
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
信
用
担
当
の
理
事

兼
務
参
事
と
し
て
、
新
た
な
職
務
に
就
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

　

非
常
に
大
き
な
職
責
を
感
じ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
組
合
員
、
組
合
員
ご

家
族
の
皆
様
、
役
職
員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、

長
き
に
わ
た
り
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
務
め
て
こ

ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
も
皆
様
か
ら
の
声
を
傾
聴
し
、
課

せ
ら
れ
た
役
割
に
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
次
期
の
地
域
農
業
振
興
計
画
、

Ｊ
Ａ
経
営
５
ヵ
年
計
画
の
策
定
に
着
手
す
る

年
度
で
も
あ
り
、
現
在
の
農
業
情
勢
は
多
く

の
外
的
要
因
に
起
因
す
る
厳
し
い
窮
状
で
あ

る
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
Ｊ
Ａ
道
東
あ

さ
ひ
が
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
、

理
事
の
一
人
で
あ
る
と
同
時
に
、
職
員
の
代

表
の
一
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
、

組
織
の
未
来
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
第
16
回
通
常
総
会
に
於
い
て
、
こ

の
厳
し
い
酪
農
情
勢
の
中
、
役
員
推
薦
会
議

の
推
薦
を
受
け
理
事
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

重
責
を
深
く
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

世
界
を
震
撼
さ
せ
た
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
以

来
、
牛
乳
・
乳
製
品
の
消
費
需
要
の
低
迷
を

受
け
、
さ
ら
に
飼
料
・
肥
料
価
格
の
高
止
ま

り
、
生
産
コ
ス
ト
・
流
通
経
費
の
高
騰
と
経

営
を
圧
迫
し
て
お
り
ま
す
。

　

６
月
に
加
工
乳
価
、
８
月
に
は
飲
用
乳
価

の
値
上
が
り
が
あ
り
ま
す
が
、
充
分
に
生
産

意
欲
の
生
ま
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

酪
農
と
い
う
職
に
つ
い
て
以
来
、
半
世
紀

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
私
で
す
が
、
過
去
に

も
幾
度
の
酪
農
危
機
を
サ
イ
ク
ル
で
経
験
し

そ
の
度
に
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
い
う
時
こ
そ
、
協
同
の
精
神
で
大
同

団
結
し
て
難
局
を
打
破
し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
が

改
正
さ
れ
「
食
料
の
安
全
保
障
」
か
つ
強
化

さ
れ
る
農
政
の
転
換
期
で
あ
り
、
今
こ
そ
組

合
員
と
Ｊ
Ａ
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
前

進
す
る
時
期
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
あ
り
ま
す
が
、
私

も
そ
の
一
翼
を
担
う
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
、
我
が
家
を
継
い
で
以
来
、
終
始
一

貫
し
て
「
地
域
に
根
ざ
し
て
」
を
念
頭
に
置

い
て
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　
「
足
元
を
基
本
に
根
幹
は
地
元
で
」
こ
の

こ
と
を
理
念
に
「
組
合
員
フ
ァ
ー
ス
ト
」
に

据
え
考
え
、
そ
れ
が
職
員
を
守
る
こ
と
に
繋

が
る
と
考
え
ま
す
。

　

浅
学
非
才
の
年
金
受
給
者
の
身
で
は
あ
り

ま
す
が
、
持
ち
得
る
力
を
最
大
限
に
生
か
し

組
合
運
営
に
傾
注
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
16
回
通
常
総
会
に
お
い
て
西

春
別
支
所
よ
り
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
竹

花
で
す
。
昨
今
、
農
業
の
担
い
手
不
足
、
市

場
の
変
化
、
環
境
問
題
な
ど
農
業
を
取
り
巻

く
課
題
は
多
岐
に
亘
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課

題
に
対
し
て
組
合
の
皆
様
と
共
に
知
恵
を
出

し
合
い
、
地
域
の
農
業
が
持
続
的
か
つ
発
展

的
に
続
け
ら
れ
る
よ
う
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
あ
た
り
８
名
の
方
の
新
役
員

就
任
に
よ
せ
た
ご
挨
拶
を
掲
載
致
し
ま
す
。

統
括
担
当
理
事（
参
事
）

齋　

藤　

哲　

範

金
融
担
当
理
事（
参
事
）

松　

本　

賢　

二

理　

事
竹　

花　

智　

子

理　

事
市　

橋　
　
　

久
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組
合
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
、
第

16
回
通
常
総
会
に
お
き
ま
し
て
理
事
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
別
海
支
所
の
青
木
一
枝
と
申
し

ま
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
の
４
年
間
、
女
性
部
の
部

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
女
性

部
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
地
域
の
部
員
さ
ん

と
知
り
合
う
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
交
流

活
動
の
中
で
仲
間
の
大
切
さ
、
１
次
産
業
の

必
要
性
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。

　

今
後
も
学
べ
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
け

る
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
学
び

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
学
ん
だ
こ
と
を
組
合

員
の
皆
様
へ
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
る
か
と
存
じ
ま

す
が
、
ど
う
ぞ
温
か
い
ご
指
導
・
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
役
員
就
任
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

こ
の
度
の
第
16
回
通
常
総
会
に
お
き
ま
し

て
、
理
事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
西
春
別
支
所

の
宮
坂
で
す
。

　

酪
農
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
酪
農

家
の
離
農
が
進
む
中
、
残
さ
れ
た
我
々
生
産

者
が
ど
う
生
き
残
る
か
は
今
後
の
地
域
農
業

の
持
続
性
に
直
結
し
て
い
ま
す
。「
な
ん
と

な
く
の
経
営
」
か
ら
の
脱
却
、
酪
農
経
営
も

変
化
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

道
東
あ
さ
ひ
農
協
は
、
北
海
道
農
業
全
体
の

中
で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
可
能
性
に
満
ち
た
当
農
協
の
新
役

員
と
な
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆

様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域

農
業
の
発
展
と
組
合
の
健
全
な
運
営
に
貢
献

で
き
ま
す
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
役
員
就
任
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
16
回
通
常
総
会
に
お
い
て
監

事
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
別
海
支
所
の
横
田
で

す
。

　

昭
和
52
年
生
ま
れ
、
今
年
で
48
歳
に
な
り

ま
す
。
平
成
28
年
に
父
親
が
他
界
し
た
の
を

き
っ
か
け
に
事
業
承
継
し
て
現
在
に
至
り
ま

す
が
、
こ
の
間
世
界
情
勢
や
酪
農
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
自
身
の
牧
場
経
営
に
お
い
て
も
さ
ま
ざ

ま
な
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
そ
の
都
度
組
合
員
の

皆
様
や
役
職
員
の
皆
様
の
支
え
が
あ
っ
て
今

日
ま
で
営
農
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

監
事
と
い
う
大
役
に
責
任
の
重
さ
を
痛
感

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
ま

で
多
く
の
方
に
支
え
て
い
た
だ
い
た
分
、
少

し
で
も
恩
返
し
し
た
い
と
い
う
思
い
で
お
り

ま
す
。
ま
ず
は
、
他
の
監
事
の
皆
さ
ん
や
先

輩
役
員
の
方
々
の
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら
一

日
も
早
く
そ
の
職
務
を
覚
え
、
監
事
と
い
う

公
正
な
立
場
か
ら
道
東
あ
さ
ひ
農
協
の
さ
ら

な
る
健
全
化
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
微
力
な

が
ら
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。

　

こ
の
度
第
16
回
通
常
総
会
に
て
承
認
い
た

だ
き
、
監
事
に
就
任
し
ま
し
た
西
春
別
支
所

の
佐
藤　

悠
（
は
る
か
）
と
申
し
ま
す
。

　

私
は
、
地
元
西
春
別
で
小
中
学
校
を
過
ご

し
、
別
海
高
校
、
北
見
工
業
大
学
に
進
み
、

札
幌
で
建
設
系
の
会
社
に
３
年
勤
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
実
家
で
あ
る
佐
藤
牧
場
に
戻
っ
て

来
ま
し
て
、
現
在
就
農
20
年
目
に
な
り
ま
す
。

　

就
農
当
初
は
家
族
で
放
牧
主
体
の
経
営
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
私
と
家
族
、
従

業
員
６
名
で
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
、
ミ
ル
キ
ン

グ
パ
ー
ラ
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
使
用
し
て
営

農
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
知
る
限
り
こ
の
20
年
の
間
で
も
、
目

ま
ぐ
る
し
く
大
き
な
変
化
が
あ
り
、
そ
の
度

に
酪
農
経
営
も
激
し
く
翻
弄
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
難
し
い
情
勢
が
続
い
て
い
く
と
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
組
合
員
が
安
定
し
て
経
営

し
て
い
け
る
よ
う
、
監
事
と
し
て
の
職
務
を

全
う
し
つ
つ
、
農
協
運
営
に
少
し
で
も
貢
献

し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

理　

事
青　

木　

一　

枝

理　

事
宮　

坂　
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事
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透

浦　山　宏　一
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河　嶋　康　子
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丹　羽　博　文
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大　竹　敏　文
卯　野　佳　子
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向
夏
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご

清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
こ
と
、
こ
の
た
び
道
東
あ
さ
ひ

農
協
代
表
理
事
専
務
を
退
任
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

在
任
中
は
、
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、

関
係
各
位
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
に
支

え
ら
れ
、
微
力
な
が
ら
も
地
域
農
業
の
発
展

に
尽
力
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

思
い
返
せ
ば
20
年
前
、 

旧
西
春
別
農
協
の

役
員
に
選
任
さ
れ
右
も
左
も
分
か
ら
ぬ
ま
ま

就
任
い
た
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
皆
様
と
の

出
会
い
と
学
び
を
通
じ
て
、
今
日
ま
で
歩
ん

で
こ
ら
れ
た
こ
と
は
、
私
の
人
生
に
お
い
て

大
き
な
財
産
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
さ
を

増
し
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
の
力
を
結
集
し
、

次
代
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改

め
て
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
一
組
合
員
と
し
て
、
引
き
続
き
協

同
の
精
神
を
胸
に
、
地
域
農
業
の
一
助
と
な

れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

役
員
と
し
て
の
責
務
は
終
え
ま
し
た
が
、

農
業
へ
の
思
い
や
地
域
へ
の
愛
着
は
変
わ
る

こ
と
な
く
、
引
き
続
き
皆
様
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

組
合
の
未
来
が
よ
り
明
る
＜
、
持
続
可
能

な
も
の
と
な
る
よ
う
願
い
つ
つ
、
こ
れ
ま
で

い
た
だ
い
た
ご
恩
に
感
謝
し
、
今
後
も
変
わ

ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
末
筆
な
が
ら
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、 

退
任

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
第
16
回
通
常
総
会
を
も
ち
ま
し

て
、
退
任
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
55
年
に
旧
根
室
農
業
協
同
組
合
に
奉

職
し
、
平
成
21
年
に
は
新
設
さ
れ
た
道
東
あ

さ
ひ
農
業
協
同
組
合
の
常
務
理
事
と
し
て
就

任
し
て
以
来
、
職
員
・
役
員
の
通
年
奉
職
歴

で
は
45
年
の
永
き
に
わ
た
る
在
職
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
間
、
多
く
の
組
合
員
・
ご
家
族

を
は
じ
め
、
役
職
員
・
関
係
団
体
の
方
々
よ

り
、
温
か
い
ご
支
援
と
お
力
添
え
を
賜
り
ま

し
た
事
に
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
時
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
、
中
東
情
勢
を
は
じ
め
と
す
る
紛
争

の
長
期
化
、
異
常
と
も
い
え
る
自
然
環
境
の

変
化
、
円
相
場
・
為
替
市
場
の
動
向
か
ら
生

産
諸
資
材
の
高
騰
が
続
く
な
か
厳
し
い
環
境

下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
食
料
安
全
保
障
を
基

幹
と
す
る
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」

が
改
正
さ
れ
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。
改
め
て
食
を
中
心
と
し
た
産
業
の

持
続
性
が
国
の
基
本
と
し
て
認
識
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
こ
そ
、
先
達
が
艱
難

辛
苦
の
末
に
築
き
上
げ
た
開
拓
の
地
と
志
を

糧
に
組
合
員
・
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、

さ
ら
な
る
躍
進
と
発
展
を
さ
れ
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
組
合
員
ご
家
族
、
役
職
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
、

退
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
長
い
間
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
令
和
７
年
６
月
４
日
開
催
の
第

16
回
通
常
総
会
を
も
っ
て
、
農
協
役
員
を
退

任
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
年
54
年
４
月
に
旧
別
海
農
業
協
同
組
合

に
奉
職
し
職
員
と
し
て
約
41
年
間
、
令
和
元

年
６
月
よ
り
金
融
担
当
常
務
理
事
と
し
て
２

期
６
年
間
、
足
掛
け
47
年
に
亘
り
組
合
員
、

青
年
部
、
女
性
部
、
役
職
員
の
皆
様
か
ら
温

か
い
ご
厚
情
と
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

し
た
事
に
、
心
か
ら
厚
く
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
て
世
の
中
で
は
以
前
の

様
相
に
戻
り
つ
つ
あ
り
、
活
気
づ
い
て
お
り

ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
関
税
問
題
、
長
引
く

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
中
東
情
勢
、
気
象
変
動
、
円

安
も
相
ま
っ
て
生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま
り

が
続
き
、
一
方
で
は
こ
こ
数
年
に
亘
り
乳
価

の
引
き
上
げ
が
あ
る
も
の
の
、
酪
農
を
取
り

巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
現
在
の
金
融
情
勢
に
つ
き
ま
し
て

も
、
長
年
続
い
た
ゼ
ロ
金
利
か
ら
の
脱
却
に

伴
い
金
利
の
あ
る
世
界
に
突
入
し
、
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
と
し
て
組
合
員
並
び
に
利
用
者
の
方
々

か
ら
お
預
か
り
し
た
お
金
を
如
何
に
効
率
よ

く
運
用
し
て
い
く
か
が
、
今
ま
で
以
上
に
難

し
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
四
半
世
紀
ぶ
り
に
「
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
法
」
が
改
正
さ
れ
、
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
が
、
道
東
あ
さ

ひ
農
協
の
合
併
以
来
掲
げ
て
お
り
ま
す
「
美

し
く
豊
か
な
酪
農
郷
の
建
設
」
を
め
ざ
し
て

組
合
員
及
び
ご
家
族
並
び
に
役
職
員
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
を
期
待
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
道
東
あ
さ
ひ
農
協
の
益
々
の
ご

発
展
と
組
合
員
・
役
職
員
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
よ
り
、
監
事
と
し
て
６
年
、
代

表
監
事
と
し
て
６
年
、
管
理
・
金
融
共
済
委

員
長
理
事
と
し
て
３
年
、
計
15
年
役
員
と
し

て
組
合
員
、
職
員
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

監
事
就
任
当
初
、
よ
く
先
輩
か
ら
「
自
分

の
酪
農
経
営
に
責
任
を
持
っ
て
、
自
分
の
言

葉
の
重
み
と
な
る
か
ら
手
抜
き
を
し
て
は
い

け
な
い
」
等
、
監
事
と
し
て
の
厳
格
さ
に
つ

い
て
も
幾
度
と
な
く
話
を
聞
か
さ
れ
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

　

農
協
合
併
当
初
と
比
べ
る
と
、
組
合
員
の

役
員
退
任
に
あ
た
っ
て

第
16
回
通
常
総
会
を
も
っ
て
退
任
し
ま
し
た
役
員
の
ご
挨
拶
を
掲
載
し
ま
す
。

前
代
表
理
事
専
務

田　

中　

博　

行

前
統
括
常
務
理
事

齊　

藤　

光　

貴

前
金
融
担
当
常
務
理
事

小
野
寺　
　
　

博

前
管
理
・
金
融
共
済
部
委
員
長

羽　

石　

正　

憲
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経
営
体
力
の
向
上
に
よ
り
農
協
の
財
務
基
盤

も
強
固
な
も
の
と
な
っ
て
き
た
事
と
思
い
ま

す
。

　

酪
農
情
勢
も
厳
し
さ
を
増
す
中
、
組
合
員

戸
数
の
減
少
等
ま
す
ま
す
農
協
の
果
た
す
べ

き
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
事
と
思

い
ま
す
が
、
組
合
員
と
一
丸
と
な
っ
て
乗
り

越
え
ま
す
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
員
皆
様
の
今
後
の
ご
健
勝
と
Ｊ
Ａ
の

ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
よ
り
ご
祈
念
し
、

退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
道
東
あ
さ
ひ
農
業
協
同
組
合
の

理
事
を
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

12
年
間
の
長
き
に
亘
り
、
組
合
員
の
皆
様

を
は
じ
め
と
し
て
、
役
員
の
皆
様
に
支
え
ら

れ
無
事
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

酪
農
産
業
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
情
勢
で

す
が
、
農
業
協
同
組
合
の
理
念
の
下
に
皆
様

が
集
い
、
こ
の
状
況
を
打
ち
破
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

組
合
員
皆
様
の
御
健
康
と
御
隆
盛
を
祈
念

し
て
、
退
任
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
平
成
26
年
よ
り
４
期
12
年
間
理
事

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
期
目
よ
り
西
春
別
支
所
統
括
理

事
を
仰
せ
付
か
り
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
人
前
で
話
す
こ
と
が
大
の
苦
手

で
、
そ
れ
が
イ
ヤ
で
農
業
と
い
う
仕
事
を
選

ん
だ
つ
も
り
で
し
た
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
息
子
で
新
潟
育
ち
、
た

ま
た
ま
大
学
２
年
の
時
に
友
人
か
ら
北
海
道

で
酪
農
実
習
を
し
て
き
た
話
を
聞
き
、
私
も

紹
介
し
て
も
ら
い
や
っ
て
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
以
上
辛
い
仕
事
は
な
い
と
い
う
く
ら

い
過
酷
で
し
た
が
、
そ
の
厳
し
さ
に
嵌
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

日
中
は
炎
天
下
の
梱
包
上
げ
を
朝
４
時
か

ら
夜
９
時
ま
で
行
い
ま
し
た
が
、
今
に
な
っ

て
思
う
と
よ
く
耐
え
ら
れ
た
な
ぁ
と
思
い
ま

す
。

　

体
力
だ
け
は
自
信
が
あ
り
ま
し
た
。

　

梱
包
上
げ
で
背
筋
が
切
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

そ
の
時
だ
け
は
と
て
も
辛
か
っ
た
で
す
。

　

今
は
、
ロ
ー
ル
ベ
ー
ラ
ー
が
主
流
で
牧
草

梱
包
し
た
の
は
昭
和
50
年
位
ま
で
で
し
た
が
、

大
変
な
仕
事
で
し
た
。

　

理
事
に
な
る
ま
で
農
協
と
の
関
わ
り
が
あ

ま
り
な
く
、
自
分
の
牧
場
の
事
だ
け
を
考
え

て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
で
す
が
、
改
め
て
農
協

の
事
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

酪
農
は
色
々
な
や
り
方
が
あ
り
、
み
ん
な

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
経
営
を
行
っ
て
い
て
、
と

て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

牧
草
の
収
穫
、
育
成
牛
、
搾
乳
牛
、
飼
養

管
理
、
搾
乳
、
ど
の
仕
事
も
手
を
抜
く
こ
と

は
で
き
ず
完
璧
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
結
果
が
数
字
に
な
っ
て
露
わ
に
な
る

の
で
、
常
時
何
が
悪
い
の
か
問
い
詰
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
牛
た
ち
に
食
べ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
の
で
、
牛
た
ち
に
い
か
に
満
足
し
て
も
ら

う
か
考
え
て
酪
農
経
営
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

牛
か
ら
100
点
は
ま
だ
も
ら
え
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
酪
農
に
携
わ
る
間
は
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
農
家
の
皆
様
並
び

に
農
協
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
て
、
理

事
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
第
16
回

通
常
総
会
を
以
っ
て
、
令
和
元
年
よ
り
２
期

務
め
た
監
事
を
退
任
し
た
佐
々
木
で
す
。
在

任
期
間
中
は
皆
様
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

　

令
和
元
年
末
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
生

産
抑
制
等
、
非
常
に
厳
し
い
数
年
間
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
監
事
監
査
に
お
い
て
も
、

面
談
方
法
に
工
夫
を
し
な
が
ら
の
対
応
を
し

て
参
り
ま
し
た
。
最
近
は
コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち

着
き
、
生
産
抑
制
も
解
除
と
な
り
、
長
ら
く

低
迷
し
て
い
た
個
体
販
売
価
格
も
コ
ロ
ナ
禍

前
の
状
況
に
か
な
り
近
く
な
っ
て
来
ま
し
た

が
、
一
方
で
生
産
資
材
の
高
止
ま
り
は
生
産

者
へ
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
現
状
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
６
月
、
８
月
と
２
度
の
乳

価
の
期
中
値
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
明

る
い
状
況
も
見
え
て
来
る
よ
う
に
な
っ
て
参

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
い
ち
組
合
員
と

し
て
よ
り
良
い
組
合
経
営
と
な
り
ま
す
よ
う

皆
様
と
共
に
意
見
を
挙
げ
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
６
年
間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

一
期
３
年
間
と
短
い
期
間
で
し
た
が
、
組

合
員
・
職
員
・
役
員
の
皆
様
に
助
け
て
も
ら

い
な
が
ら
も
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
監
事
の
仕
事
に
つ
い
て
は
初
め
て

の
こ
と
ば
か
り
で
、
先
輩
監
事
の
ご
指
導
を

仰
ぎ
な
が
ら
な
ん
と
か
１
年
を
乗
り
切
っ
た

感
じ
で
し
た
。

　

私
が
役
員
に
な
っ
た
令
和
４
年
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
に
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
進
攻
に
よ

る
生
産
コ
ス
ト
全
般
が
高
騰
・
生
産
抑
制
と

さ
ま
ざ
ま
な
事
が
重
な
り
、
大
変
苦
し
い
経

営
環
境
の
年
で
し
た
。

　

そ
ん
な
中
始
ま
っ
た
役
職
員
の
一
斉
訪
問

で
は
、
お
忙
し
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
対
応
し

て
く
だ
さ
っ
た
組
合
員
と
い
ろ
い
ろ
な
話
が

で
き
、
私
自
身
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
役
職
柄
各
支
所
に
行
く
こ
と
が
多

く
、
支
所
の
課
長
と
意
思
疎
通
を
図
り
監
査

を
行
っ
た
こ
と
、
役
員
と
し
て
で
な
け
れ
ば

体
験
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

役
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈

り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
家
族
の
協
力
に

感
謝
し
退
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

前
西
春
別
支
所
統
括
理
事

及　

川　

哲　

夫

前
代
表
監
事

佐
々
木　

敏　

明

前
監
事

前　

川　
　
　

浩

前
購
買
部
委
員
長

前
根
室
支
所
統
括
理
事

田　

中　

俊　

彦
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本
所
参
事
兼
金
融
共
済
部
部
長
事
務
取
扱

兼
別
海
支
所
支
所
長
事
務
取
扱

↓
参
事
（
統
括
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋　

藤　

哲　

範

本
所
参
事
兼
管
理
部
部
長
事
務
取
扱

兼
審
査
部
部
長
事
務
取
扱

↓
参
事
（
信
用
担
当
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　

本　

賢　

二

西
春
別
支
所
支
所
長

↓
生
産
部
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

崎　
　
　

仁

本
所
監
査
室
室
長

↓
金
融
共
済
部
部
長
兼
別
海
支
所
支
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉　

置　

克　

伸

本
所
管
理
部
次
長

↓
管
理
部
部
長
兼
審
査
部
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

田　
　
　

隆

本
所
生
産
部
部
長

↓
根
室
支
所
支
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒　

井　
　
　

丞

根
室
支
所
支
所
長

↓
監
査
室
室
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

幸　

裕

本
所
金
融
共
済
部
次
長

兼
金
融
共
済
部
貯
金
課
課
長
事
務
取
扱

↓
西
春
別
支
所
支
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂　

田　

昭　

博

本
所
購
買
部
資
材
燃
料
課
課
長

兼
同
課
別
海
給
油
所
所
長
事
務
取
扱

兼
別
海
支
所
購
買
課
課
長

↓
購
買
部
資
材
燃
料
課
課
長

　

兼
同
課
資
材
経
理
係
係
長
事
務
取
扱

　

兼
同
課
別
海
給
油
所
所
長
事
務
取
扱

　

兼
別
海
支
所
購
買
課
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新　

濱　

正　

博

上
春
別
支
所
購
買
課
課
長

兼
同
課
Ａ
コ
ー
プ
上
春
別
店
係
長
事
務
取
扱

↓
金
融
共
済
部
貯
金
課
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　
　
　

聡

本
所
管
理
部
人
事
課
課
長
兼
同
課
係
長
事
務
取
扱

↓
管
理
部
人
事
課
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田　

中　

孝　

明

上
春
別
支
所
購
買
課
課
長
代
理

兼
同
課
購
買
係
係
長
事
務
取
扱

兼
同
課
上
春
別
給
油
所
所
長
事
務
取
扱

↓
上
春
別
支
所
購
買
課
課
長

　

兼
同
課
購
買
係
係
長
事
務
取
扱

　

兼
同
課
上
春
別
給
油
所
所
長
事
務
取
扱

　

兼
同
課
Ａ
コ
ー
プ
上
春
別
店
係
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

川　
　
　

大

上
春
別
支
所
営
農
課
課
長

兼
同
課
経
営
相
談
係
係
長
事
務
取
扱

↓
上
春
別
支
所
営
農
課
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

広　

太

本
所
購
買
部
資
材
燃
料
課
資
材
経
理
係
係
長

↓
金
融
共
済
部
融
資
課
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

向　

美　

恵

本
所
購
買
部
資
材
燃
料
課
資
材
推
進
係

兼
別
海
支
所
購
買
課
購
買
係
係
長

兼
監
査
室
内
部
監
査
員

↓
西
春
別
支
所
営
農
課
経
営
相
談
係
統
括
係
長

　

兼
監
査
室
内
部
監
査
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

西　

秀　

弥

本
所
金
融
共
済
部
融
資
課
係
長

↓
購
買
部
資
材
燃
料
課
資
材
推
進
係
係
長

　

兼
別
海
支
所
購
買
課
購
買
係
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本　

田　
　
　

慎

上
春
別
支
所
営
農
課
営
農
企
画
係
統
括
係
長

↓
管
理
部
人
事
課
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下　

地　
　
　

研

西
春
別
支
所
営
農
課
経
営
相
談
係
統
括
係
長

↓
上
春
別
支
所
営
農
課
経
営
相
談
係
係
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

田　

祐　

貴

西
春
別
支
所
金
融
共
済
課
共
済
係

↓
西
春
別
支
所
購
買
課
購
買
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　

里　

恵

根
室
支
所
生
産
課
根
室
育
成
セ
ン
タ
ー

↓
根
室
支
所
生
産
課
畜
産
販
売
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加　

藤　

寛　

章

本
所
管
理
部
人
事
課
兼
監
査
室
内
部
監
査
員

↓
購
買
部
資
材
燃
料
課
資
材
経
理
係

　

兼
監
査
室
内
部
監
査
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蝦　

名　

真　

子

西
春
別
支
所
金
融
共
済
課
金
融
係

↓
西
春
別
支
所
金
融
共
済
課
共
済
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長　

瀬　
　
　

咲

本
所
購
買
部
資
材
燃
料
課
別
海
給
油
所

↓
上
春
別
支
所
購
買
課
購
買
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山　

中　
　
　

涼

西
春
別
支
所
営
農
課
営
農
企
画
係

↓
西
春
別
支
所
金
融
共
済
課
金
融
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

野　

真　

菜

西
春
別
支
所
金
融
共
済
課
金
融
係

↓
西
春
別
支
所
営
農
課
営
農
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂　

本　
　
　

澪

西
春
別
支
所
購
買
課
購
買
係

↓
西
春
別
支
所
営
農
課
経
営
相
談
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

畑　

野　

汐　

音

本
所
金
融
共
済
部
貯
金
課

↓
上
春
別
支
所
金
融
共
済
課
金
融
共
済
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

莉
々
香

異
動
職
員
令
和
７
年
６
月
４
日

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

　

令
和
７
年
６
月
５
日
開
催
の
株
主
総
会
に
お
い
て
、代
表

取
締
役
社
長
及
び
専
務
取
締
役
が
任
期
満
了
に
伴
い
退
任
が

承
認
さ
れ
、令
和
7
年
６
月
5
日
付
け
よ
り
新
役
員
が
左
記

の
通
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
○
代
表
取
締
役
社
長　

斉　

藤　

春　

雄

　
　
○
専
務
取
締
役　

小
野
寺　
　
　

博

　
　
○
取　

締　

役　

大　

平　

伸　

志

　
　
○
取　

締　

役　

岩　

崎　

友　

規

　
　
○
監　

査　

役　

株　

田　

和　

洋

株
式
会
社
A
S
A
H
I
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

役
員
変
更
の
お
知
ら
せ
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　5月24日（土）～25日（日）の2日間、安平町のホ

クレン南北海道家畜市場/北海道ホルスタイン共進会

場にて、2025北海道ブラック＆ホワイトショウ（主

催：北海道ホルスタイン改良協議会）が開催され、全

道各地から299頭が出品されました。

　オフィシャルジャッジ（審査員）は、弟子屈町/酪

農家の坪井　泰憲　氏、アソシエートジャッジ（副審

査員）は、当ＪＡ乳牛改良同志会長の山賀　秀一　氏

が務められました。

　当ＪＡからは、乳牛改良同志会員13戸13頭が出場

し、６頭が入賞する活躍を見せました。

　本共進会でアソシエートジャッジを務められた山賀

会長、出品された13名の同志会員のみなさまお疲れ

様でした。

乳牛改良同志会
2025北海道ブラック＆ホワイトショウ開催!!

氏 　 名

丹羽　博文

齊藤　俊英

菊地　正明

酒井　保幸

中川　　勉

塩谷　　大

　　　　　　　　名　　　　　　号

フアインクエスト　コンスタンス　キヤンデイ

ブルームウード　チヤーリー　ドツク

バロンドール　ＳＫ　ジヨハナ

グローリーランド　デルタラムダ　ハツドリー

センターランド　T　モントレー　アンデイナイド

ソルトレイク　サルグレーン　ブラツドニツク

部

2部

7部

7部

11部

12部

15部

順位

7位

3位

7位

3位

3位

4位

所　属

別　海

西春別

別　海

別　海

根　室

西春別

↑ 山賀同志会長

入 賞 牛 一 覧

ＪＡ道東あさひ組合だより　2025.79



グランドチャンピオン
シニアチャンピオン

リザーブ・シニアチャンピオン

　5月31日（土）に別海農村広場にて、今年が第１
回目となる2025（第１回）ＪＡ道東あさひホルスタ
インショウが開催されました。
　審査員に全国農業協同組合連合会（ＪＡ全農）ＥＴ
研究所生産課上席技術主管の千葉　義博　氏を招き、
３支所14戸より出品された33頭が競い合いました。
　ジュニアチャンピオンを菊地　正明　氏（別海）出
品の「バロンドール　ハニーポツト　メラニー」号が、
リザーブ・ジュニアチャンピオンを丹羽　博文　氏
（別海）出品の「フアインクエスト　コンスタンス　
キヤンデイ」号が獲得しました。

　グランド・チャンピオン／シニアチャンピオンを矢
部　譲治　氏（根室）出品の「アローメープル　アン
デー　ユニ　ドロツプ」号が、リザーブ・シニアチャ
ンピオンを（有）オードリーファーム（別海）出品の
「テインカーベル　デルタラムダ　シツプ」号が獲得
しました。
　グランド・チャンピオン／シニアチャンピオンを獲
得された矢部　譲治　氏に別海町長杯が授与され、
2025（第1回）ＪＡ道東あさひホルスタインショウ
は閉会致しました。

2025（第１回）
JA道東あさひホルスタインショウ

903

803

アローメープル　アンデー　ユニ　ドロツプ

テインカーベル　デルタラムダ　シツプ

矢部　譲治

㈲オードリー
ファーム

R3.1.30
1528717296
R4.3.14
1399036403

クロトー　レスペロン　ユニクス　ET
アローメープル　アンデー　ドロツプ
フアーニア　デルタラムダ　ET
テインカーベル　ローソン　フアンネル　ET

ジュニアチャンピオン

リザーブ・ジュニアチャンピオン

204

301

第１部
１位

２位

第２部
１位

２位

第３部
１位

２位

第５部
１位

２位

第４部
１位

２位

第６部
１位

２位

バロンドール　ハニーポツト　メラニー

フアインクエスト　コンスタンス　キヤンデイ

菊地　正明

丹羽　博文

R6.8.1
1697810576
R6.7.17
1701816686

シーダーウオール　ハニーポツト　ET
バロンドール　ドアマン　メラニー
MBラツキーレデイー　アイ　キヤンデイー　ET
フアインクエスト　コンスタンス　チツプ　ET

101

103

ダイアリー　リトルスター　G　エツセンス

UIF　GW　スプーキー　センター

㈱Diary
Holsetins

㈱UIF

R6.11.25
1376635339

デイベロツプ　リトルスター　ET
ダイアリー　ドアマン　エクスプロージヨン　ET

301

305

フアインクエスト　コンスタンス　キヤンデイ

ビツグゲート　ドアーマン　サイドキツク

503

501

グローリーランド　アイキヤンデイー　ハツトリー

マウントエース　パーフエクト　パラダイス

703

705

アローメープル　アンデー　チーフ　デイオール

グローリアス　クリス　リツパー

903

902

アローメープル　アンデー　ユニ　ドロツプ

ソルトレイク　サルグレーン　セレクト

204

203

バロンドール　ハニーポツト　メラニー

フアインクエスト　ハニー　キユート

菊地　正明

丹羽　博文

401

402

ブルームウード　クオリテイ　ハズ　イツトオール

ブルームウード　OP　シユワンツ

齊藤　俊英

齊藤　俊英

丹羽　博文

㈱大門牧場

603

601

バロンドール　SK　ジヨハナ

ハイロード　ソロモン　エタニテイー　ET

803

804

テインカーベル　デルタラムダ　シツプ

アローメープル　アンデー　ユニーク　デイオール

1001 グローリーランド　カードア　タトウー

矢部　譲治

㈲オードリー
ファーム

R6.11.1
0876841523

R6.8.1
1697810576

R6.8.3
1701816723

デイベロツプ　センター　バツク　ET
UIF　テインカーベル　GW　スプーキー　シンバ　ET

R6.7.17
1701816686

MBラツキーレデイー　アイ　キヤンデイー　ET
フアインクエスト　コンスタンス　チツプ　ET

R6.6.5
1607129576

ウオルナツトローン　サイドキツク　ET
ビツグゲート　ドアーマン　ダンテ

酒井　保幸

㈱マウントエース

R6.2.1
1596914214

MBラツキーレデイー　アイ　キヤンデイー　ET
グローリーランド　ベツスリリー　シセロ

R6.3.18
1435325232

シーマーズ　RENGD　パーフエクト　ET
マウントエース　パラダイス　ウインドー　ET

第７部
１位BU

２位

矢部　譲治

丹羽　　務

R4.12.28
1669018818

スタントンズ　チーフ　ET
アローメープル　アンデー　モーグル　デイオール

R4.11.1
1688609882

NLBC　ボツプ　リブート
グローリアス　クリス　チツパー

第９部
１位BU

２位

矢部　譲治

塩谷　　大

R3.1.30
1528717296

クロトー　レスペロン　ユニクス　ET
アローメープル　アンデー　ドロツプ

R3.3.9
1557511124

アバントガード　ユニクス　セレクト　ET
ソルトレイク　サルグレーン　ブラツドニツク

シーダーウオール　ハニーポツト　ET
バロンドール　ドアマン　メラニー
シーダーウオール　ハニーポツト　ET
フアインクエスト　ドアマン　キユート　ET

R6.4.26
1436925318

R6.4.6
1436925233

ダケツト　PFCT　ハズ　イツトオール　ET
ブルームウード　ドアマン　フアンテージア　ET
チエリーヒル　アクシヨンマン
ブルームウード　OP　ジヤネット　ET

菊地　正明

齊藤　俊英

R5.8.4
1686109797

R6.1.7
1401429902

ウオルナツトローン　サイドキツク　ET
ジヨハナ　ジヤコビー　アライアンス
ウオルナツトローン　ソロモン　ET
ハイロード　アルマーニ　エクリプス

第８部
１位BU

２位

第10部
１位BU

R4.3.14
1399036403

R3.12.29
1648718012

フアーニア　デルタラムダ　ET
テインカーベル　ローソン　フアンネル　ET

酒井　保幸R1.11.4
1596911572

ダケツト　クラツシユ　タトウー　ET
グローリーランド　カードア　エルトン　ウイン

クロトー　レスペロン　ユニクス　ET
アローメープル　アンデー　モーグル　デイオール
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　上春別ふる里まつりは、例年農村広場で実施してお
りましたが、今年は雨天時の対応を考慮し、上春別地
域センター駐車場にて開催致しました。
　当日は天候にも恵まれ、来場者は250名ほどで、予
定していたジャグリングパフォーマー、似顔絵、ビン
ゴゲームに餅まき、ふわふわアトラクションやエアス
ライダーなどの催事や家畜供養祭も執り行われました。
　また、女性部協力のもと、そばとうどんの無料提供、
フレミズ部会からは、乳製品を使用した『ジャムラ
テ』の無料提供とバザーを行い、青年部では毎年好評
のウシ焼き販売やヨーヨーすくいでとても喜ばれてお
りました。『つくろっとの会』では、フランクフルト

販売を実施し、各テントは終始賑わっておりました。
　まつりの開催にあたり、企画や準備等の段階から青
年部や女性部の協力や、家畜供養祭においては酪農協
議会会員の協力もあり、無事に上春別ふる里まつりを
終了することができ
ました。
　また、関係各位よ
り多くのお祝いを頂
戴しましたことに感
謝とお礼を申し上げ
ます。

上春別ふる里まつり２０２５開催

　５月31日（土）別海町農村広場にて「ＪＡ道東あ
さひ別海支所2025ふれあいまつり」が開催されまし
た。
　当日は気温が10℃以下と寒く、雨こそは降らなか
ったもののあいにくの天候でしたが、乳牛共進会や乳
製品のＰＲ・消費拡大を目的とした販売・提供に加え、
焼肉とおにぎりの無料提供や女性部はスキムミルクを
使ったホットケーキ、青年部では毎年好評のハンバー
グを販売しました。雪印・森永・べつかい乳業興社の
各乳業メーカー、別海高校、別海漁協と各ブースとも

長蛇の列ができ、寒空の下たくさんの方にお越しいた
だき会場は終始賑わいを見せていました。
　

ＪＡ道東あさひ別海支所
2025ふれあいまつり開催

KAMI-SHUMBETSU

上春別
支所

ＪＡ道東あさひ組合だより　2025.711



女性部西春別支部
手作り講習会の開催

　ＪＡ道東あさひ女性部西春別支部は、5月29日
（木）に手作り講習会を開催し、別海町加工センター
でパン作りを行いました。
　新年度最初のパン作りでしたが、毎年実施している
ため、部員は手際よく作業していました。カステラ、
カレーパン、あんぱん、クリームパン、いちごジャム
パン、ウインナーパン、ベーコン玉ねぎチーズロール
の計7種類のパンを作り、１人では食べきれないほど
の数が出来上がりました。１種類で100個近く作った
パンもあったので、次から次へと出来上がる様子を見
ると、パン屋で働いているような気分になりました。
家で作ると、数十個ほどしか作れませんが、加工セン
ターでは数百個を1日で作ることもできるので、貴重
な体験になると思います。他にも、ピザやエピ、フラ
ンスパン等様々な種類を作ることができるので、自宅
で作るのが難しいパンに挑戦できる場所でもあります。
　女性部は、他にもアイスやチーズを加工センターで
作っており、様々な手作り講習会を開催しています。

材料は、べつかい牛乳や道産のバターを使用している
ので、乳製品の消費拡大に繋がる活動にもなっていま
す。8月と11月
頃にも同様の活動
を計画しているの
で、今後も継続し
て開催していけれ
ばと思います。

第３回ねむろこどもフェス

　根室市農畜産業活性化推進協議会とＪＡ道東あさひ

青年部根室支部合同で、６月１日（日）に根室市総合

文化会館で開催された第３回ねむろこどもフェスにお

いて、バター作り体験とグッズ配布を実施致しまし

た。

　過去２回の「こどもフェス」に参加してくれた多く

のこども達や保護者の方々から「バター作りをした

い」という声が多く寄せられ、用意した約150セット

の材料を全て配布し、みなさんに体験して頂きまし

た。作ったバターをクラッカーに乗せて会場内で食べ

ていただいたところ、大好評でした。

　今後についても地域のイベントなどに積極的に参加

し、牛乳や乳製品について興味を持って頂ければと思

います。

NISHI-SHUMBETSU

西春別
支所

NEMURO

根室
支所
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地方独立行政法人 北海道立総合研究機構
農業研究本部 酪農試験場 総務課
中標津町旭ヶ丘7番地　TEL 0153－72－2004

　５月23日（金）より、別海町営牧場において夏期
放牧の入牧が始まりました。今年も天候に恵まれ、穏
やかな青空のもとでの入牧となりました。
　入牧は、西春別地区15頭、上春別地区から300頭、
別海地区から275頭の合計590頭の牛が導入され、関
係者や生産者の皆さまの協力のもと、終始安全に作業
が行われました。広々とした放牧地に放たれた牛たち
は、はじめは少し緊張した様子も見られましたが、す
ぐに落ち着きを取り戻し、青草の上をのびのびと歩く

姿が印象的でした。
　入牧を迎えるたびに、自然の恵みと関係者の努力に
よって成り立つ大切さを実感いたします。今年も、牛
たちが健康に育つよう十分な管理を行いながら、安全
で安心な畜産環境づくりに努めてまいります。
　今後も、町営牧場を通じて地域の畜産振興に寄与し
ていくとともに、皆さまのご理解とご協力をいただき
ながら、よりよい運営をめざしてまいります。　　　
　　　　　　　　 （別海町営牧場場長：角田直樹）

別海町営牧場
夏期一斉入牧がはじまりました

8月6日（水）9:30～13:00（受付開始9:00）8月6日（水）9:30～13:00（受付開始9:00）
　地域に開かれた試験場として、管内農業関係者や地域住民に対して「道総研」に関する研究業務
および牛乳・乳製品に対する理解を深めていただくために「酪農試験場公開デー」を開催します。
　地域に開かれた試験場として、管内農業関係者や地域住民に対して「道総研」に関する研究業務
および牛乳・乳製品に対する理解を深めていただくために「酪農試験場公開デー」を開催します。

※各種体験コーナー、見学ツアー（バス）の整理券を
　9:00から配布します。
※スリッパの不足が予想されます。なるべく上履きを
　ご持参ください。子供用スリッパはございません。

※各種体験コーナー、見学ツアー（バス）の整理券を
9:00から配布します。
※スリッパの不足が予想されます。なるべく上履きを
　ご持参ください。子供用スリッパはございません。

◆場内施設や搾乳の見学、子牛とのふれあいコーナー、科学実験コーナー
◆搾乳体験、子牛への哺乳体験、カッテージチーズづくり
◆管内農家等製造乳製品（チーズ）、障害者福祉施設製品等の展示即売会
◆サケ・マス類、町内河川の魚類展示（共催：さけます・内水面水産試験場道東センター）

◆場内施設や搾乳の見学、子牛とのふれあいコーナー、科学実験コーナー
◆搾乳体験、子牛への哺乳体験、カッテージチーズづくり
◆管内農家等製造乳製品（チーズ）、障害者福祉施設製品等の展示即売会
◆サケ・マス類、町内河川の魚類展示（共催：さけます・内水面水産試験場道東センター）

ＪＡ道東あさひ組合だより 2025.713



冬季の哺育牛舎における
安全性の高い除菌剤による煙霧消毒の効果

道総研畜産試験場 畜産研究部 家畜衛生グループ　平野　佑気

　煙霧消毒という消毒方法をご存じでしょうか。煙霧消毒とは、除菌・
消毒剤を微細な粒子状に噴霧する空間消毒方法です。この消毒方法の大
きな利点は、粒子が非常に小さく牛床や牛体を濡らさないことです。
　そのため、凍結の恐れがある北海道の厳寒期でも安全に使用すること
ができます。畜産現場では主に冬季における子牛の呼吸器病対策として
煙霧消毒が実施されることが多くなっています。しかし、一般的に気温
が低いほど消毒剤の効果は低下するとされており、冬場の煙霧消毒が実
際にどの程度効果的なのかは明確ではありません。また、適切な実施方
法についても不明な点が多いのが現状です。今回は冬季の牛舎における
煙霧消毒の効果について紹介いたします。

　煙霧消毒は、日常の牛舎管理作業終了後の17時から18時の間に実施し、噴霧時は窓等の開口部を全て閉鎖
し、無換気状態で行い、翌朝の測定まで同様の状態を維持しました。使用した除菌・消毒剤は、従来から使わ
れているグルタルアルデヒド（250ppm）に加え、人畜に対してより安全性の高い除菌・消毒剤である次亜塩
素酸水（200ppm）および亜塩素酸水（400ppm）で実施しました。噴霧方法は、牛舎面積100m²あたり１
Ｌの割合で噴霧しました。試験は冬季に実施し、噴霧開始時の気温は－6.7℃から0.8℃の範囲でした。

　本試験では、煙霧消毒実施前と比較して空気中細菌数が
90%以上減少した場合を「効果あり」と判定しました。
　図１は代表的な１牛舎の結果を示していますが、すべて
の除菌・消毒剤において、煙霧消毒実施後1～2時間の間で
空気中細菌数が90%以上減少しました。煙霧消毒を実施し
た７つの哺育牛舎のうち、グルタルアルデヒドおよび次亜
塩素酸水では５牛舎で、亜塩素酸水では６牛舎で空気中細
菌数が90%以上減少しました。これらの結果から、前述の
方法による煙霧消毒は、冬季においても十分な効果がある
ことが確認されました。

　本試験の結果から、冬季の厳しい環境下においても煙霧消毒により除菌効果を発揮することが確認されまし
た。特に、次亜塩素酸水および亜塩素酸水のような安全性の高い消毒剤においても効果が得られたことは、今
後の実用化に向けて大きな意義があります。ただし、留意点として24時間後には日常の牛舎管理作業により
細菌が再拡散し、空気中細菌数が元の数値に戻ることが確認されました。このことから、効果的な衛生管理を
維持するためには、定期的な煙霧消毒の実施が重要であると考えられます。

営農情報

酪農試験場

図１．煙霧消毒による牛舎の空気中細菌の減少

写真１　可搬式噴霧機による煙霧消毒

畜産現場での活用に向けて4

煙霧消毒の実施方法2

煙霧消毒とは1

煙霧消毒の効果3
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施肥銘柄を変更するときのポイント
　今年度の一番草が、想定よりも少ない収量だったり、成分バランスが悪かっ
たりした場合は、施肥銘柄の再検討が必要です。今回はその手順を紹介します。

営農情報

普及センター

表１　栄養素の過不足により生じる障害の一例

表２　作物栄養診断基準（採草地）抜粋

　３大栄養素（窒素、リン、カリウム）が多すぎたり、少なすぎたりすることは牧草の収量減少や品質低下に
つながります（表１）。また、必要量以上の施肥は経営を圧迫します。
　適正量の施肥を行うためには、土壌分析が重要となります。

　農協や肥料メーカー各社に依頼することで、土壌分析ができます。「北海道施肥ガイド2020（ＱＲコード）」
を参考にし、分析したほ場の成分が基準値内にあるか確認します。
　基準値を上回る、もしくは下回る値だった場合、減肥、増肥を行います。減肥、増肥の必要量は、土壌の種
類やほ場の草種構成によって異なります。農協、肥料メーカー、普及センターにご相談ください。

　根室管内で、土壌分析値のカリウムの値が高く、北海道施肥ガイド 2020 に基づきカリウムの減肥を行った
結果、収量が減少した事例がありました。減肥を行う以前の粗飼料分析値を確認したところ、乾物中カリウム
含量は基準値を下回っており、土壌分析値と異なる傾向を示していました。
　以上の結果から、土壌分析値に加えて粗飼料分析（可能であれば原料草）を確認する事で、収量の減少や過
剰施肥を未然に防ぐことができると考えられます。
　粗飼料分析値の基準値は、表２を参考にしてください。

肥料の多すぎ、少なすぎは草地に悪影響1

土壌分析値を活用する2

減肥、増肥の判断は土壌分析と粗飼料分析でダブルチェックを行う3

・倒伏
・牧草中糖含量の低下による
　発酵品質低下
・マメ科牧草の衰退

・リン酸を好む雑草が増える
　可能性がある

・乾乳後期の牛に給与しにく
　い飼料になる

・収量減少

過　剰

窒　素

不　足 ・収量減少
・生育停滞

・収量減少
・マメ科牧草の衰退

リ　ン カリウム

窒素
（Ｎ） ２～３％ ３～５％ 年２回刈りのチモシーは１～２％、

赤クローバは2.5～3.5％

今号に関連する技術情報
（リンク先）

北海道施肥ガイド2020

イネ科 マメ科
基準値（乾物中）

リン
（Ｐ）

収穫期
（地上部）

診断項目 診断時期 留 意 事 項

0.2～0.4％ 0.2～0.5％

カリウム
（Ｋ） 1.7～3.5％ 1.7～3.5％

ＪＡ道東あさひ組合だより　2025.715



別海高校  酪農経営科・専攻科だより

く
る
み
幼
稚
園
と
の
連
携
事
業

　

５
月
14
日
（
水
）
に
、
く
る
み
幼
稚
園

の
園
児
29
名
と
、
別
海
高
校
酪
農
経
営
科

１
年
生
４
名
と
、
３
年
生
９
名
が
、
本
校

農
場
で
農
業
体
験
の
連
携
事
業
を
行
い
ま

し
た
。

　

最
初
に
自
己
紹
介
を
し
て
、
園
児
た
ち

と
親
し
み
や
す
い
雰
囲
気
を
つ
く
り
ま
し

た
。
前
半
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ

て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
特
徴
や
植
え
方
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。
後
半
は
、
実
際
に
畑

で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え
る
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
高
校
生
が
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、

園
児
た
ち
も
楽
し
く
参
加
で
き
る
よ
う
に

工
夫
し
ま
し
た
。
平
賀　

空
さ
ん
（
中
央

中
出
身
）
は
「
ど
う
す
れ
ば
ジ
ャ
ガ
イ
モ

植
え
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
ら

れ
る
か
を
考
え

て
、
難
し
い
言

葉
を
使
わ
な
い

よ
う
に
工
夫
し

ま
し
た
。
そ
の

お
か
げ
で
、
園

児
た
ち
も
自
分

た
ち
も
楽
し
く

ジ
ャ
ガ
イ
モ
植

え
が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。」

と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

酪
農
経
営
科

Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に
参
加
し

ま
し
た
！

　

５
月
31
日
（
土
）
に
、
別
海
町
農
村
広

場
で
行
わ
れ
た
「
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
別
海

支
所
2
0
2
5
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
に
参

加
し
、
授
業
で
栽
培
し
た
花
壇
花
や
野
菜

苗
、
加
工
実
習
で
製
造
し
た
ス
ト
リ
ン
グ

チ
ー
ズ
と
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
販
売
し
ま
し
た
。

ま
た
、
共
進
会
で
は
酪
農
家
さ
ん
か
ら
牛

を
お
借
り
し
て
、
リ
ー
ド
マ
ン
コ
ン
テ
ス

ト
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
販
売
を
担
当
し

た
佐
藤
龍
星
さ
ん
（
中
央
中
出
身
）
は

「
準
備
か
ら
片
付
け
、
販
売
作
業
と
ど
れ

も
大
変
で
し

た
が
、
商
品

も
完
売
し
、

み
ん
な
と
協

力
で
き
た
の

で
よ
か
っ
た

で
す
。」
と

販
売
会
を
振

り
返
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

研
究
活
動
計
画
発
表
会

　

５
月
28
日
（
水
）
に
、
研
究
活
動
計
画

発
表
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
普
段
、
専

攻
科
の
学
生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
酪
農
へ
の
関

わ
り
か
ら
疑
問
や
問
題
点
を
見
つ
け
、
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

１
年
生
の
野
田
さ
ん
は
「
酪
農
経
営
の

調
査
」、
２
年
生
の
坂
野
下
さ
ん
は
「
周

産
期
疾
病
罹
患
率
低
下
を
目
指
し
て
」、

長
谷
川
さ
ん
は
、「
酪
農
経
営
意
思
決
定

支
援
ツ
ー
ル
と
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｉ
モ
デ
ル
の
総
合

的
応
用
に
関
す
る
研
究
」
に
つ
い
て
発
表

を
行
い
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
利

用
し
た
口
頭
発
表
で
、
皆
さ
ん
は
自
分
が

研
究
し
て
い
る
こ
と
を
堂
々
と
説
明
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
酪
農
経
営
科
生
徒
が
見
学

を
し
ま
し
た
。

普
段
は
聞
く
こ

と
の
で
き
な
い

レ
ベ
ル
の
高
い

発
表
で
、
生
徒

は
熱
心
に
発
表

に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
発

表
会
で
は
活
発

な
質
疑
応
答
や

ア
ド
バ
イ
ス
が

あ
り
、
研
究
内

容
を
充
実
さ
せ

る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

農
業
機
械
研
修

　

５
月
29
日
（
木
）、
コ
ー
ン
ズ
・
エ
ー

ジ
ー
中
標
津
店
で
農
業
機
械
展
示
会
が
あ

り
ま
し
た
。
展
示
で
は
、
ト
ラ
ク
タ
を
は

じ
め
と
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
搾
乳
機
や
パ
ス
チ

ャ
ラ
イ
ザ
ー
な
ど
た
く
さ
ん
の
農
業
機
械

が
あ
り
、
ス
ラ
リ
ー
タ
ン
カ
ー
の
試
運
転

が
で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

　

学
生
は
、
ス
ラ
リ
ー
タ
ン
カ
ー
を
牽
引

し
た
ト
ラ
ク
タ
に
乗
っ
て
最
新
の
機
械
の

性
能
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
展
示
を
見
に
来
て
い
る
農
家
の

方
と
も
話
す
こ
と
が
で
き
、
交
流
の
場
に

も
な
り
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

学
生
は
、「
最
新
の
機
械
は
ど
ん
な
も
の

な
の
か
を
理

解
す
る
良
い

機
会
に
な
っ

た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

専
攻
科

● 植え付けの説明している様子

● 苗の販売の様子

● 試運転の様子 ● 研修の様子

● 販売準備の様子
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北海道別海高等学校
農業特別専攻科

入学案内

農業特別専攻科の学び

資料請求等・お問い合わせ先

入試日程等（１次）募集人員20名　修業期間２年間

農業特別専攻科の特色

学生生活 ニュージーランド海外研修

酪農関連団体との連携・多様な視察研修の充実

令和8年度
学生募集

11月28日
願書配布開始

・受験資格　高等学校卒業以上
・願書受付
　令和８年１月 8日（木）から
　令和８年１月16日（金）正午まで
・検査日時
　令和８年１月30日（金）

・PTA会費や授業料など　 ４４,７３０円
・後援会・学友会費など 　 ５５,２７０円
・合　　計　　　　        １００,０００円
※別途、入学金2,100円が必要になります。
※一部補助金(移住等により）を受けることができます。
※農業次世代人材投資資金制度対象校です。(要審査)
※直近の徴収額を基にした金額であり変動する場合があります。

・酪農従事を目指す方が、就労・実習を行いながら酪農の理論を学べます。
・酪農ヘルパーなど正規従業員として法人や農場で働きながら通学可能です。
・酪農実習生用の間借･社宅･住居借り上げなど、ご相談に応じます。

・外部講師による各専門分野の講義
（各農業協同組合、農業改良普及センター、酪農試験場、NOSAI北海道、家畜保健衛生所等）
・酪農家視察研修会
　普及センターや農協など各事業所の協力の下、多様な酪農家への視察研修会を充実させています。

～通常授業日～
１講目　10：50～11：40
２講目　11：50～12：40
昼　食　12：40～13：25
３講目　13：25～14：15
４講目　14：25～15：15

〒086-0214 　
北海道野付郡別海町別海緑町70-1
ＴＥＬ 0153－75－2053  
ＦＡＸ 0153－75－2263  
E-mail.bekkai-z4@hokkaido-c.ed.jp

入学希望者説明会
説明会は、ご要望があれば
随時受付をしています。

まずはお気軽にお問合せ下さい！

問い合わせ用QRコード

基本登校日：月～金

・牧草の収穫時期には、農場 
　（自宅・実習先）で実践を、
　春・秋・冬に学校へ通学し
　て理論を学びます。

２年時に実施。
費用の選考補助
あり（上限６０
万円）。

・検査内容
　作文および面接
・合格通知発送日
　令和８年２月６日（金）
※募集人員が満たない場合、２次（３月下旬）
　３次（４月上旬）募集を実施します。

年間必要経費（初年度）例：令和７年度入学生
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入牧牛募集中！各支所より各支所より
～各センターでは、みなさまの大切な牛をお預かりしています～

2ヵ月未満
1,100円
（1,000円）
10ヵ月未満
（未授精牛）
275円
（250円）

2～8ヵ月未満
770円
（700円）
10ヵ月以上
（妊娠牛含）
308円
（280円）

8ヵ月以上
858円
（780円）
授精対象牛

（授精卵移植含）
440円
（400円）

区分
舎飼

放牧

放牧期：５月末～10月末まで・舎飼～通年　※諸経費・運賃別途

税込
（税別）１日の預託料金

・別海本所 生産部　　TEL 75－2203
キャトルセンター　　　（舎飼のみ）
哺育・育成預託センター（舎飼のみ）
・西春別支所 生産部　TEL 77－2111
西春別畜産センター　　（舎飼／放牧）
・根室支所 生産部　　TEL 22－2121
根室育成センター　　　（舎飼／放牧）

お問い合わせは こちらまでお問い合わせは こちらまで

キャトルセンター
Instagram
はじめました

JA道東あさひ
キャトルセンター

令和7年度令和7年度

別海町営畜牛育成牧場
臨時作業員募集！！！
別海町営畜牛育成牧場
臨時作業員募集！！！
別海町営畜牛育成牧場
臨時作業員募集！！！
別海町営畜牛育成牧場
臨時作業員募集！！！

応募資格
18歳以上60歳未満で
家畜飼養経験のある方（未経験者も可）
60歳以上でも健康な方は面談にて
普通自動車運転免許
（大型・大型特殊・けん引などの有資格者は歓迎）

応募資格
18歳以上60歳未満で
家畜飼養経験のある方（未経験者も可）
60歳以上でも健康な方は面談にて
普通自動車運転免許
（大型・大型特殊・けん引などの有資格者は歓迎）

雇用期間
11月30日（日）まで
通年雇用もあり

雇用期間
11月30日（日）まで
通年雇用もあり

就業時間
午前8時～午後5時まで
（実働8時間　繁忙期は
時間外勤務あり）

就業時間
午前8時～午後5時まで
（実働8時間　繁忙期は
時間外勤務あり）

応募方法
下記問い合わせ先にご連絡ください
手続きについてご説明いたします

応募方法
下記問い合わせ先にご連絡ください
手続きについてご説明いたします

お問い合わせ
別海町営畜牛育成牧場
☎ 080-9000-3646　担当　角田
または
道東あさひ農業協同組合
☎ 0153-75-2203　  担当　谷田

お問い合わせ
別海町営畜牛育成牧場
☎ 080-9000-3646 担当　角田
または
道東あさひ農業協同組合
☎ 0153-75-2203　  担当　谷田
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または　JA道東あさひ生産部販売課まで
TEL　0153-75-2203

お問い合わせ先
TEL　0153-76-5100
住所　北海道野付郡別海町
　　　中西別45番地34



子牛を育てる時間がない…そんなあなたに

キャトルセンターで
子牛をお預かりします
酪農の未来を守るために

酪農家さんの毎日はとても忙しい！

少しでも負担を減らし、

持続可能な酪農を応援するため

子牛を預かるサービスをしています

お困りではありませんか？

詳しくはお問い合わせください

子牛を育てる人手が足りない

哺育から育成の負担を軽くしたい

育成牛を管理する場所がない

Instagramでは日々の
牛たちをご覧になれます

お問い合わせ先
☎ 0153-76-5100
北海道野付郡別海町
中西別45番地34

または
JA道東あさひ生産部販売課
☎ 0153-75-2203
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消費税及び地方消費税（個人事業者）の中間申告と納付

　中間申告の期限までに、中間申告書を提出されなかった場合でも、「1．前年実績による中間申告」の消費税額及び地方
消費税額が納付すべき税額として確定しますので、上記納付期限までに納税する必要があります。

　消費税及び地方消費税の中間申告には、「e-Tax（国税電子申告・納税システム）」をご利用いただけます。
詳しくは、e-Tax ホームページ（https://www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

　消費税及び地方消費税（個人事業者）の納付には、「振替納税」が便利です。
スマホ等から届出が可能です。一度届出を行えば、翌年分以降も振替日に自動で口座から引落しとなります。
詳しくは、国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp/taxes/nozei/nofu/24100020.htm）をご覧ください。

－　税に関する情報は国税庁ホームページへアクセス　https://www.nta.go.jp　－

　個人事業者の方で、令和６年分の確定消費税額（地方消費税額は含みません。）　が48万円を超える方は、消費税
及び地方消費税の中間申告と納付が必要です。 
　「令和６年分の確定消費税額」とは、令和６年分の確定申告により確定した消費税の年税額をいい、修正申告若し
くは期限後申告を行った場合又は更正若しくは決定が行われた場合には、これらによって確定した消費税の年税額を
いいます。

１．前年実績による中間申告
　　令和６年分の確定消費税額に応じて、次により算出した中間納付税額を記載した「消費税及び地方消費税の中
　間申告書」及び「納付書」を所轄の税務署から送付しますので、必要事項を記入の上、税務署に中間申告書を提
　出するとともに、消費税及び地方消費税を納付してください。

２．仮決算に基づく中間申告
　　当期の業績が悪化しているような場合などには、「1．前年実績による中間申告」の方法に代えて、各中間申
　告対象期間を一課税期間とみなして仮決算を行い、これに基づいて計算した消費税額及び地方消費税額により中
　間申告・納付ができます。 
　　なお、この計算により税額がマイナスとなった場合でも還付を受けることはできません（マイナスとなった場
　合は、中間申告税額は「０」になります。）。また、仮決算による中間申告書は、提出期限（申告期限）を過ぎて
　提出することはできません。

消費税及び地方消費税の中間申告と納付が必要な個人事業者とは？
（注）

（注）

中間申告の方法と納付　～次の２つの方法のいずれかによることができます～

　前年の確定消費税額が48万円以下の方（中間申告義務のない方）であっても、「任意の中間申告書を提出する旨
の届出書」を納税地の所轄税務署長に提出した場合には、当該届出書を提出した日以後にその末日が最初に到来す
る６月中間申告対象期間　  から、自主的に中間申告・納付することができます。
　詳しくは、国税庁ホームページの「任意の中間申告制度」 (https://www.nta. go. jp/taxes/
shiraberu/taxanswer/shohi/6611.htm）をご確認ください。 

任意の中間申告制度について

（注）「確定消費税額」とは、中間申告対象期間の末日までに確定した消費税の年税額（申告書⑨欄の差引税額）をいいます。

（注）

（注）「6月中間申告対象期間」とは、その課税期間開始の日以後6か月の期間で、年1回の中間申告の対象となる期間をいいます。

（注）
令和６年分の
確定消費税額

48万円超
400万円以下

400万円超
4,800万円以下

4,800万円超

中間申告・
納付の回数

年１回

年３回

年11回

中 間 納 付 税 額 申告・納付期限

令和６年分の確定消費税額の
12分の６の消費税額と
その78分の22の地方消費税額

令和７年９月１日（月）
（振替納税利用の場合の振替日）
令和７年９月29日（月）

国税庁ホームページの「中間申告分
の納期限及び振替日について」
（https://www.nta.go.jp/
taxes/nozei/nofu/
24200038/01.htm）
をご確認ください。

令和６年分の確定消費税額の
12分の３の消費税額と
その78分の22の地方消費税額

令和６年分の確定消費税額の
12分の１の消費税額と
その78分の22の地方消費税額
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上 春 別 支 所 営 農 課　☎75－6002
西 春 別 支 所 営 農 課　☎77－2111
別海支所営農部営農振興課　☎75－2202
根 室 支 所 営 農 課　☎22－2121
見本が各支所に置いてありますのでお気軽にお立ち寄り下さい。

お申し込み・お問い合せ先
家の光図書

今月の新刊紹介
ぜ～んぶひとりでできちゃう!
小学生のお菓子ブック２ HAPPY！

大人気シリーズ第5弾！前作には無かっ
た和菓子（羊羹など）、しょっぱい系お
菓子（ポテチなど）を追加します。マシュ
マロや琥珀糖などちょっぴり珍しい夏
休みの自由研究にも使えそうなレシピ
も掲載します。

星野奈々子 著　B5変判・96頁
定価：本体1,500円　税込1,650円

私たちの暮らしに生かせる
南極レシピ

南極という極限の環境で1年間、調理
隊員として30人分の料理を作り続けた
著者が教える、実際に人気のあった冷
凍食材や缶詰、乾物を使ったレシピを
紹介。フードロスの削減や、災害時にも
役立つ情報も満載。

渡貫淳子 著　A5判・112頁
定価：本体1,600円　税込1,760円

卵、乳製品、白砂糖を使わない
バナナのお菓子

簡単なおやつから冷たいデザート、本
格的な焼き菓子まで、食べ心地は軽や
かなのに満足感たっぷり。また砂糖の
量が控えられるうえに生地もしっとり。
バナナが大好きな著者によるとってお
きレシピが満載です！

今井ようこ 著　B5変判・80頁
定価：本体1,600円　税込1,760円

お盆の営業日程について 誠に勝手ながら、以下の通りとさせていただきますので、
何卒ご了承くださいますようお願いいたします。

別海本所・支所
上春別支所
西春別支所
根室支所
厚床事業所
各本支所窓口
別海
上春別
西春別
中西別
上風連
上春別
西春別
別海
根室
厚床事業所
別海ミルクハウス

休み
休み
休み
休み
休み

通常営業
休み
休み

通常営業
休み
休み
休み
休み
休み
休み
休み

通常営業

上春別
西春別
別海
中西別
上風連
根室
Aコープ上春別店
西春別支所
Aコープ西春別店
根室支所
厚床事業所
別海本所
コープさっぽろべつかい店
Aコープ中西別店
Aコープ上風連店
ケアセンター
事務所
酪農ヘルパー
コントラ

15日㈮ 16日㈯ 15日㈮ 16日㈯8月 8月

各本支所
事務所

金融店舗
整備工場

Aコープ

資材店舗

ソフトクリーム店

給油所

ATM

西春別支所

ASAHI
サポートセンター

休み
休み
休み
休み
休み
休み
休み
休み
休み
休み
休み
休み
休み
休み
休み
休み
通常営業

休み
通常営業
通常営業
休み
休み

通常営業
休み

通常稼働
通常稼働
通常稼働
休み

通常稼働
通常稼働
休み
休み

通常営業
休み

通常稼働
都度対応

休み
通常営業
通常営業
休み
休み

通常営業
休み
休み
休み
休み
休み
休み

９時～14時
休み
休み

通常営業
休み

通常稼働
都度対応
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BOARD REPORT
第３回 理事会報告 令和7年5月29日開催

付議事項

付議事項

まちがいさがし 出題・イラスト：酒井栄子

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヵ所あります。間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

・道東あさひＨＰ応募フォームに、クイズの答え・お名前・電話
　番号を明記してお送りください。
・一世帯につき一応募のみ有効とさせて頂きます。
・正解者の中から抽選で毎月５名の方に、すてきなプレゼント
　をご用意いたします。
・応募締め切りは、７月21日まで（期日必着）

応募方法

議案第１号
議案第２号
議案第３号
議案第４号

議案第５号

議案第６号

議案第７号

協議事項１
　
協議事項２

報告事項１
報告事項２
報告事項３
報告事項４
報告事項５
報告事項６
報告事項７
報告事項８

報告事項９
報告事項10
報告事項11

報告事項12
報告事項13
報告事項14
報告事項15
報告事項16
報告事項17
報告事項18

規程類の一部改正について
不良債権の処理方針について
一般組合員に対する事務取扱資金の変更について
一般組合員に対するＪＡ農業経営ステップアップローンの貸
付について
理事者に対するＪＡ農業経営ステップアップローンの貸付に
ついて
准組合員に対するＪＡ営農応援ローン及びＪＡ農業経営ス
テップアップローンの貸付について
特定組合員第３四半期クミカン供給限度額の設定について

ＪＡ役員改選に伴う㈱ASAHIサポートセンター派遣役員の選
考について
各部専門委員会における部門構成の見直しについて

第４四半期末監事監査結果について
貸借対照表及び損益計算書（４月末）について
組合員の動向（４月末）について
地区懇談会の意見（質問）について
根室支所旧事務所解体工事の完了について
人事異動について
融資審査会の結果について
令和７年度 畜産・酪農収益力強化総合対策基金等事業【ＩＣ
Ｔ化等機械装置等導入事業】及び酪農経営支援総合対策事業
【楽酪ＧＯ事業】の要望調査結果について
第１回根室地区酪農対策協議会役員会について
特定組合員実績（４月末）について
北海道酪農体質強化対策事業に係る令和６年度実績報告及び
令和７年度実施計画について
令和６年度ホクレン生乳生産対策実績について
北海道ヨーネ病防疫対策実施要領の改正について
理事との売買取引（利益相反行為）の実績報告について
販売事業実績（４月末）について
地方公共団体への一般長期貸付金の貸付について
購買事業実績（４月末）について
行事予定について

協議事項

第４回 理事会報告 令和7年6月4日開催

付議事項
議案第１号
議案第２号
議案第３号
議案第４号
議案第５号
議案第６号

議案第７号
議案第８号
議案第９号

議案第10号
議案第11号
議案第12号

議案第13号

議案第14号

議案第15号

議案第16号

協議事項１
協議事項２

報告事項１
報告事項２
報告事項３
報告事項４

規程類の一部改正について
代表理事の選任について
組合長理事と専務理事の選任について
使用人兼務役員の決定について
使用人の退職事由の除外について
支所統括・統括代理理事及び部門委員会の委員構成（兼専門
委員長選任）並びに各団体委員の選出について
理事の代行順位について
令和７年度理事の役員報酬額の決定について
退任役員に対する役員退職慰労金及び特別退職慰労金の支給
方法について
常勤理事退任に伴う事務引継立会人の指名について
令和６年度行政庁報告書の提出について
理事者に対する令和７営農年度組合員勘定取引供給限度額、
貸越極度額及び家計費現金供給限度額の設定について
令和７年度矢臼別演習場周辺農業用施設（集乳施設）設置助
成事業の実施及び入札指名業者の選考について
令和７年度矢臼別演習場周辺農業用施設（集乳施設）設置助
成事業に係る入札予定価格範囲の設定について
令和７年度矢臼別演習場周辺農業用施設（農業機械）設置助
成事業の実施及び入札指名業者の選考について
令和７年度矢臼別演習場周辺農業用施設（農業機械）設置助
成事業に係る入札予定価格範囲の設定について

役員任期中における視察研修の基本方針・取組について
組合員一斉訪問について

令和７年度第１四半期末監事監査日程について
令和７年度草地植生改善助成事業の申込みについて
令和６年度体制整備モニタリングの報告について
令和７年度ホクレン根室地区乳牛市場（初妊牛）価格につい
て

付議事項

協議事項

ＪＡ道東あさひ組合だより　2025.723



By モナ・カサンドラ7月

　全体運　厳しい状況ですが改善の兆しも見
　えています。もう一度情報収集を。見直せ
　ば良い案が浮かぶはず。連絡はまめに
　健康運　適度な運動を心がけて。やり過
　ぎは禁物。健診は◎
　幸運の食べ物　ラッキョウ

　全体運　上昇運です。スローモードで入っ
　て徐々にスピードアップしていきましょう。
　足元を踏み固めながら着実に進めて
　健康運　よくかんでゆっくり食べて。喉
　あめを携帯すると○
　幸運の食べ物　ツルムラサキ

　全体運　思い通りにならないことが多く
　イライラしがち。やり方を変えてみるの
　も選択の一つ。こだわりはほどほどで
　健康運　無理はしないように。休養を取
　ることで回復
　幸運の食べ物　モロヘイヤ

　全体運　良好なスタートを切れます。計画
　は早めに進めて。丁寧なコミュニケーショ
　ンを心がけると好結果に。下旬は慎重に
　健康運　体調を整えるのに良いとき。ハ
　ードな運動もOK
　幸運の食べ物　青トウガラシ

　全体運　空回りに気を付けましょう。思
　い込みで行動せず状況確認をしっかりと。
　観察、分析に力を入れれば良い方向へ
　健康運　スマホやテレビの見過ぎに注意。
　目をいたわって
　幸運の食べ物　スイカ

　全体運　運勢は活性化。考えているより、
　取りあえずやってみましょう。動きの中
　で勝機をつかめます。対話を大切に
　健康運　好調です。頑張りが利き、記録
　もアップ！
　幸運の食べ物　トウモロコシ

　全体運　好きなものに目がなくなりそう。
　羽目を外しやすいので、やり過ぎには気
　を付けて。友人とのレジャーは楽しめます
　健康運　危ない所には近寄らない。いつ
　も通りが◎
　幸運の食べ物　カボチャ

　全体運　勘違いから問題を起こさないよ
　う留意して。悪意あるうわさには耳を貸
　さないようにしましょう。下旬から運気回復
　健康運　香りの良いお茶と音楽が味方。
　ゆったり過ごして
　幸運の食べ物　ピーマン

　全体運　不安定運ながら味方を得ることが
　できる月。大変なときに力になってくれる
　人を大切に。ライバルのやり方にも注目
　健康運　弱い部分をしっかりケア。予防
　に力を入れて
　幸運の食べ物　サクランボ

　全体運　勢いのある好調運。新たな計画は
　幸運に恵まれます。迷ったらまずは試して
　みて。方向修正も大胆に行いましょう
　健康運　ストレッチで柔軟性をアップ。
　肩回りを重点的に
　幸運の食べ物　シシトウ

　全体運　追い風に恵まれます。細かいこ
　とを気にし過ぎないように。おおらかな
　態度が良好な人間関係に直結。旅行にツキ
　健康運　友人たちとのスポーツで元気が
　アップ。水分補給を
　幸運の食べ物　ミョウガ

　全体運　運勢は吉凶混合。変わっていくこ
　とも多いので臨機応変に。早めの行動が吉
　と出ます。先手必勝の心持ちで臨んで
　健康運　うっかりのけがに気を付けて。
　飛び出しに注意
　幸運の食べ物　ナス

牡羊座　3/21～4/19 牡牛座　4/20～5/20 双子座　5/21～6/21 蟹座　6/22～7/22

獅子座　7/23～8/22 乙女座　8/23～9/22 天秤座　9/23～10/23 蠍座　10/24～11/22

射手座　11/23～12/21 山羊座　12/22～1/19 水瓶座　1/20～2/18 魚座　2/19～3/20

52025
May ※当月の乳代平均は、共販経費(4.59円)控除前です。

令和元年度10月分乳代精算より軽減税率導入にともない、総額主義が義務化されたため、総支払乳代は共販経費控除前の単価となっています。

区　　分 5　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代平均
353,514t
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9.71円
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9.48円

9.71円
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57.95円

45.77円
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51.31円
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3.78円
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122.68円
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全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比)

広報誌
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組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
今
月
よ
り
牧
草
収
穫
が
始
ま

り
、
忙
し
い
日
々
で
の
作
業
お
疲

れ
様
で
す
。
農
作
業
事
故
に
く
れ

ぐ
れ
も
注
意
し
て
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ

道
東
あ
さ
ひ
野
球
部
に
所
属
し
て

お
り
、
６
月
21
日
〜
23
日
に
開
催

さ
れ
た
高
松
宮
賜
杯
第
69
回
全
日

本
軟
式
野
球
大
会
（
１
部
）
北
・

北
海
道
大
会
に
参
加
し
て
参
り
ま

し
た
。

　

限
ら
れ
た
人
数
で
試
合
を
す
る

事
と
な
り
ま
し
た
が
、
初
戦
を
８

―

３
で
突
破
す
る
事
が
で
き
ま
し

た
。

　

２
回
戦
・
３
回
戦
は
、
初
戦
に

出
ら
れ
な
か
っ
た
選
手
達
も
合
流

し
て
順
調
に
決
勝
ま
で
勝
ち
上
が

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
惜
し

く
も
準
優
勝
と
い
う
結
果
で
終
わ

り
ま
し
た
。

　

以
前
の
全
国
大
会
同
様
、
皆
様

の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
活
動

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
ま
だ
大
会
等
が

残
っ
て
い
る
の
で
、
優
勝
で
き
る

よ
う
に
日
々
の
練
習
を
頑
張
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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